
提

出

者

松

原

仁

平
成
十
六
年
六
月
十
四
日
提
出

質

問

第

一

七

一

号

首
都
高
速
中
央
環
状
品
川
線
の
排
気
塔
・
換
気
所
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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首
都
高
速
中
央
環
状
品
川
線
の
排
気
塔
・
換
気
所
建
設
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
書

首
都
高
速
中
央
環
状
品
川
線
の
五
反
田
排
気
塔
・
換
気
所
に
関
し
て
質
問
す
る
。

一

排
気
塔
に
脱
硝
装
置
な
ど
の
排
ガ
ス
除
去
装
置
を
設
置
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
間
違
い
な
い
か
。

二

脱
硝
装
置
か
ら
排
出
さ
れ
る
空
気
は
地
上
の
山
手
通
り
の
そ
れ
よ
り
も
き
れ
い
で
あ
る
と
の
説
明
が
首
都
高
速
道
路
公
団

よ
り
な
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
事
実
か
。

三

も
し
二
で
質
問
し
た
事
項
が
事
実
な
ら
ば
、
排
気
塔
を
つ
く
る
必
然
性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

四

現
在
あ
る
排
気
塔
計
画
は
、
脱
硝
装
置
を
設
置
し
な
い
前
提
で
立
案
さ
れ
た
と
思
う
が
、
変
更
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線
に
お
い
て
、
東
中
野
の
排
気
塔
計
画
を
当
初
四
十
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
に
変
更

可
能
と
公
団
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

六

排
気
塔
を
設
置
せ
ず
に
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
空
気
浄
化
に
土
壌
脱
硝
装
置
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

七

排
気
塔
か
ら
の
排
ガ
ス
の
拡
散
に
は
、
三
次
元
モ
デ
ル
を
使
わ
な
い
と
実
態
を
反
映
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

八

大
気
拡
散
式
に
用
い
る
プ
ル
ー
ム
・
パ
フ
モ
デ
ル
は
両
側
に
ビ
ル
が
建
つ
ス
ト
リ
ー
ト
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
条
件
で
は
限
界
が

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

一



九

無
風
に
近
い
状
態
で
は
、
排
気
塔
か
ら
汚
染
ガ
ス
が
周
辺
に
滞
留
す
る
時
間
が
相
当
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

十

五
反
田
周
辺
に
今
後
も
次
々
と
高
層
ビ
ル
の
建
設
予
定
が
あ
る
が
、
今
ま
で
の
予
測
結
果
と
異
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

十
一

大
気
中
の
Ｓ
Ｐ
Ｍ
（
浮
遊
粒
子
状
物
質
）
濃
度
が
高
い
日
は
東
京
二
十
三
区
で
も
死
亡
率
が
上
昇
す
る
と
い
う
調
査
結

果
（
国
立
環
境
研
究
所
）
が
あ
る
が
、
影
響
は
い
か
が
か
。

十
二

我
が
国
が
今
後
行
う
環
境
行
政
は
、
�
増
加
さ
せ
な
い
�
か
ら
�
削
減
す
る
�
方
向
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

十
三

換
気
所
か
ら
地
下
掘
削
す
る
現
行
方
式
は
、
約
十
年
に
及
び
住
環
境
を
破
壊
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
回
避
す
る

方
法
（
人
家
の
疎
か
な
と
こ
ろ
か
ら
の
掘
削
、
残
土
排
出
）
は
な
い
の
か
。

十
四

首
都
高
速
中
央
環
状
品
川
線
の
開
通
以
降
、
大
気
汚
染
が
予
測
と
異
な
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。
そ
の
場
合
の
原
因
究

明
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
予
測
と
異
な
っ
た
時
の
責
任
は
誰
が
ど
う
取
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


